
  
 

 

31 議案第 6号 職員の特殊勤務手当に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
六
号 

 
 

 
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に 

 
 

 

つ
い
て 

 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
三
十
五
年
千
葉
県
条
例
第
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。 

 

附
則
第
三
項
中
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
指
定
感
染
症
と
し
て
定
め
る
等
の
政
令
（
令
和
二

年
政
令
第
十
一
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
を
「
病
原
体
が
ベ
ー
タ
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
属
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
（
令
和
二
年
一
月
に
、
中
華
人
民
共
和
国
か
ら
世
界
保
健
機
関
に
対

し
て
、
人
に
伝
染
す
る
能
力
を
有
す
る
こ
と
が
新
た
に
報
告
さ
れ
た
も
の
に
限
る
。
）
で
あ
る
感
染
症
」

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 



 

 
 

 32 議案第 7号 千葉県県税条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
七
号 

 
 

 
千
葉
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

千
葉
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
県
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

千
葉
県
県
税
条
例
（
平
成
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
十
四
条
第
一
項
第
三
号
中
「
及
び
電
気
事
業
法
」
を
「
、
電
気
事
業
法
」
に
改
め
、
「
発
電
事
業

等
」
と
い
う
。
）
」
の
下
に
「
及
び
電
気
事
業
法
第
二
条
第
一
項
第
十
五
号
の
三
に
規
定
す
る
特
定
卸
供

給
事
業
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
特
定
卸
供
給
事
業
」
と
い
う
。
）
」
を
加
え
る
。 

 

第
三
十
六
条
第
四
項
中
「
及
び
発
電
事
業
等
」
を
「
、
発
電
事
業
等
及
び
特
定
卸
供
給
事
業
」
に
、

「
又
は
発
電
事
業
等
」
を
「
、
発
電
事
業
等
又
は
特
定
卸
供
給
事
業
」
に
改
め
る
。 

 

第
三
十
七
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
及
び
発
電
事
業
等
」
を
「
、
発
電
事
業
等
及
び
特
定
卸
供
給
事

業
」
に
改
め
る
。 

 

第
七
十
二
条
の
十
三
中
「
記
名
押
印
し
な
け
れ
ば
」
を
「
記
名
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
十
一
条
中
「
で
あ
っ
て
、
知
事
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
当
該
承
認
を
受

け
た
」
を
「
当
該
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
十
二
条
第
一
項
中
「
で
あ
っ
て
、
知
事
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
」
を
「
に
は
」
に
、
「
当
該
承

認
を
受
け
た
」
を
「
当
該
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
前
条
の
承
認
を
受
け
て
い
る
」
を
「
前
条
の
規

定
に
よ
り
県
税
関
係
帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
の
備
付
け
及
び
保
存
を
も
っ
て
当
該
県
税
関
係
帳
簿
の
備

付
け
及
び
保
存
に
代
え
て
い
る
」
に
、
「
に
お
い
て
、
県
税
関
係
帳
簿
の
う
ち
同
条
の
承
認
を
受
け
て
い

る
も
の
」
を
「
に
は
、
当
該
県
税
関
係
帳
簿
」
に
改
め
、
「
知
事
の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
」
を
削
り
、

「
当
該
承
認
を
受
け
た
」
を
「
当
該
」
に
改
め
る
。 

 

第
百
十
三
条
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

第
百
十
三
条 

削
除 

 

第
百
十
四
条
中
「
の
承
認
を
受
け
て
い
る
」
を
「
に
規
定
す
る
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
従
っ
て
備
付

け
及
び
保
存
が
行
わ
れ
て
い
る
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
十
二
条
の
十
三
の
改
正
規
定

は
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
、
第
百
十
一
条
か
ら
第
百
十
四
条
ま
で
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
三
項



  
 

 

 

議案第 7号 千葉県県税条例の一部を改正する条例の制定について 33 

及
び
第
四
項
の
規
定
は
令
和
四
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 
（
法
人
の
事
業
税
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

２ 

改
正
後
の
千
葉
県
県
税
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と
い
う
。
）
第
三
十
四
条
、
第
三
十
六
条
及
び
第

三
十
七
条
の
規
定
は
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日
以
後
に
終
了
す
る
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に

つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
に
終
了
し
た
事
業
年
度
に
係
る
法
人
の
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の

例
に
よ
る
。 

 

（
電
子
計
算
機
を
使
用
し
て
作
成
す
る
県
税
関
係
帳
簿
の
保
存
方
法
等
の
特
例
に
関
す
る
経
過
措
置
） 

３ 

新
条
例
第
百
十
一
条
及
び
第
百
十
二
条
第
一
項
の
規
定
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
以
後
に
備
付
け
を

開
始
す
る
県
税
関
係
帳
簿
（
新
条
例
第
百
十
一
条
に
規
定
す
る
県
税
関
係
帳
簿
を
い
う
。
以
下
同

じ
。
）
に
つ
い
て
適
用
す
る
。 

４ 

新
条
例
第
百
十
二
条
第
二
項
の
規
定
は
、
令
和
四
年
一
月
一
日
以
後
に
保
存
が
行
わ
れ
る
県
税
関
係

帳
簿
に
係
る
電
磁
的
記
録
（
新
条
例
第
百
十
一
条
に
規
定
す
る
電
磁
的
記
録
を
い
う
。
）
に
つ
い
て
適

用
す
る
。 



 

 
 

  

34 議案第 8号 千葉県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
八
号 

 
 

 
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の

よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

第
一
条 

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
二
年
千
葉
県
条

例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
号
の
二
下
欄
中
「
野
田
市
」
の
下
に
「
、
茂
原
市
」
を
加
え
、
「
並
び
に
山
武
郡
横
芝
光

町
」
を
「
、
山
武
郡
横
芝
光
町
並
び
に
夷
隅
郡
大
多
喜
町
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
表
第
五
号
の
六
上
欄
ヘ
中
「
第
二
十
九
条
第
十
二
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
十
七
項
」
に
改
め
、

同
欄
中
ヘ
を
リ
と
し
、
同
欄
ホ
中
「
第
二
十
九
条
第
十
一
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
十
五
項
」
に
改

め
、
同
欄
中
ホ
を
ト
と
し
、
ト
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

チ 

法
第
二
十
九
条
第
十
六
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
制
限
及
び
停
止
の
命
令 

 
 

別
表
第
五
号
の
六
上
欄
ニ
中
「
第
二
十
九
条
第
九
項
」
を
「
第
二
十
九
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同

欄
中
ニ
を
ヘ
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

ニ 

法
第
二
十
九
条
第
十
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
受
理 

 
 

 

ホ 

法
第
二
十
九
条
第
十
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
表 

 
 

別
表
第
五
号
の
六
上
欄
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

ヌ 

法
第
二
十
九
条
第
十
八
項
の
規
定
に
よ
る
通
知 

 
 

 

ル 

法
第
二
十
九
条
第
十
九
項
の
規
定
に
よ
る
援
助 

 
 

別
表
第
二
十
二
号
の
二
上
欄
中
ヲ
を
ネ
と
し
、
チ
か
ら
ル
ま
で
を
タ
か
ら
ツ
ま
で
と
し
、
ト
を
カ
と

し
、
カ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

ヨ 

法
第
七
十
二
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
る
措
置
の
命
令
（
卸
売
販
売
業
者
に
係
る
も
の
に
限

る
。
） 

 
 

別
表
第
二
十
二
号
の
二
上
欄
中
ヘ
を
ワ
と
し
、
ホ
を
ヲ
と
し
、
ニ
を
チ
と
し
、
チ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。 

 
 

 

リ 

法
第
四
十
条
の
五
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
医
療
等
製
品
の
販
売
業
の
許
可
の
申
請
の
受



  
 

  35 議案第 8号 千葉県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

理 

 
 

 
ヌ 

法
第
四
十
条
の
五
第
六
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
医
療
等
製
品
の
販
売
業
の
許
可
の
更
新
に
係

る
申
請
の
受
理 

 
 

 

ル 
法
第
四
十
条
の
七
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
医
療
等
製
品

の
販
売
業
の
休
廃
止
等
の
届
出
の
受
理 

 
 

別
表
第
二
十
二
号
の
二
上
欄
ハ
中
「
第
三
十
五
条
第
三
項
た
だ
し
書
」
を
「
第
三
十
五
条
第
四
項
た

だ
し
書
」
に
改
め
、
同
欄
中
ハ
を
ト
と
し
、
ロ
を
ヘ
と
し
、
イ
を
ホ
と
し
、
ホ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加

え
る
。 

 
 

 

イ 

法
第
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
地
域
連
携
薬
局
と
称
す
る
こ
と
の
認
定
の
申
請
の
受

理 

 
 

 

ロ 

法
第
六
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
地
域
連
携
薬
局
と
称
す
る
こ
と
の
認
定
の
更
新
に
係

る
申
請
の
受
理 

 
 

 

ハ 

法
第
六
条
の
三
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
と
称
す
る
こ
と
の
認
定
の

申
請
の
受
理 

 
 

 

ニ 

法
第
六
条
の
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
と
称
す
る
こ
と
の
認
定
の

更
新
に
係
る
申
請
の
受
理 

 
 

別
表
第
二
十
二
号
の
三
上
欄
中
ヘ
を
ヲ
と
し
、
同
欄
ホ
中
「
販
売
業
」
の
下
に
「
及
び
再
生
医
療
等

製
品
の
販
売
業
」
を
加
え
、
同
欄
中
ホ
を
ル
と
し
、
同
欄
ニ
中
「
販
売
業
」
の
下
に
「
及
び
再
生
医
療

等
製
品
の
販
売
業
」
を
加
え
、
同
欄
中
ニ
を
ヌ
と
し
、
ハ
を
チ
と
し
、
チ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え

る
。 

 
 

 

リ 

政
令
第
四
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
医
療
等
製
品
の
販
売
業
の
許
可
証
の
再
交
付

の
申
請
の
受
理 

 
 

別
表
第
二
十
二
号
の
三
上
欄
中
ロ
を
ヘ
と
し
、
ヘ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

ト 

政
令
第
四
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
再
生
医
療
等
製
品
の
販
売
業
の
許
可
証
の
書
換
え

交
付
の
申
請
の
受
理 

 
 

別
表
第
二
十
二
号
の
三
上
欄
中
イ
を
ホ
と
し
、
ホ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

イ 

政
令
第
二
条
の
八
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
証
の
書
換
え
交
付
の
申
請
の
受
理 

 
 

 

ロ 

政
令
第
二
条
の
九
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
認
定
証
の
再
交
付
の
申
請
の
受
理 

 
 

 

ハ 

政
令
第
二
条
の
九
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
発
見
し
た
認
定
証
の
受
領 

 
 

 

ニ 

政
令
第
二
条
の
十
の
規
定
に
よ
る
認
定
証
の
受
領 

 
 

別
表
第
二
十
三
号
上
欄
中
チ
を
リ
と
し
、
ハ
か
ら
ト
ま
で
を
ニ
か
ら
チ
ま
で
と
し
、
ロ
の
次
に
次
の

よ
う
に
加
え
る
。 

 
 

 

ハ 

省
令
第
十
六
条
の
三
第
一
項
及
び
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
地
域
連
携
薬
局
等
の
変
更
の
届
出



 

 
 

  

36 議案第 8号 千葉県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

の
受
理 

第
二
条 

千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。 

 
 

別
表
第
一
号
の
二
下
欄
中
「
船
橋
市
」
の
下
に
「
、
館
山
市
」
を
、
「
富
里
市
」
の
下
に
「
、
南
房

総
市
」
を
加
え
、
「
並
び
に
夷
隅
郡
大
多
喜
町
」
を
「
、
夷
隅
郡
大
多
喜
町
並
び
に
安
房
郡
鋸
南
町
」

に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

一 

第
一
条
中
別
表
第
五
号
の
六
上
欄
ニ
か
ら
ヘ
ま
で
の
改
正
規
定 

公
布
の
日 

 

二 

第
一
条
中
別
表
第
一
号
の
二
の
改
正
規
定
（
「
野
田
市
」
の
下
に
「
、
茂
原
市
」
を
加
え
る
部
分

に
限
る
。
）
及
び
附
則
第
三
項
の
規
定 

令
和
三
年
十
月
十
四
日 

 

三 

第
一
条
中
別
表
第
一
号
の
二
の
改
正
規
定
（
「
野
田
市
」
の
下
に
「
、
茂
原
市
」
を
加
え
る
部
分

を
除
く
。
）
及
び
附
則
第
四
項
の
規
定 

令
和
四
年
一
月
四
日 

 

四 

第
二
条
及
び
附
則
第
五
項
の
規
定 

令
和
四
年
九
月
二
十
八
日 

 

（
第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
際
第
一
条
の
規
定
（
前
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
改
正
規
定
を
除

く
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別
表
第
五

号
の
六
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
の
規
定
に
よ

り
知
事
が
し
た
処
分
そ
の
他
の
行
為
で
現
に
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
施
行
の
日

以
後
に
お
い
て
は
同
表
第
五
号
の
六
下
欄
に
掲
げ
る
市
町
の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る

事
務
に
係
る
も
の
は
、
同
日
以
後
に
お
け
る
同
法
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
市
町
の
長
の
し
た
処
分
そ

の
他
の
行
為
と
み
な
す
。 

３ 

附
則
第
一
項
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
一
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定

に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別

表
第
一
号
の
二
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
法
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
令
」
と
い
う
。
）
の

規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
同
日
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
知
事
に

対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
提
出
で
、
同
日
前
に
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
）
に
係
る

事
務
で
、
同
日
以
後
に
お
い
て
は
茂
原
市
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
同
条
例
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
。 

４ 

附
則
第
一
項
第
三
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
一
条
の
規
定
（
同
号
に
掲
げ
る
改
正
規
定

に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
千
葉
県
知
事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別



  
 

  37 議案第 8号 千葉県知事の権限に属する事務の処理の特例に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

表
第
一
号
の
二
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係
る
法
令
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
令
」
と
い
う
。
）
の

規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為
（
同
日
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
知
事
に

対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
提
出
で
、
同
日
前
に
な
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
）
に
係
る

事
務
で
、
同
日
以
後
に
お
い
て
は
夷
隅
郡
大
多
喜
町
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
同
条
例
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
。 

 

（
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
に
伴
う
経
過
措
置
） 

５ 

附
則
第
一
項
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日
前
に
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
千
葉
県
知

事
の
権
限
に
属
す
る
事
務
の
処
理
の
特
例
に
関
す
る
条
例
別
表
第
一
号
の
二
上
欄
に
掲
げ
る
事
務
に
係

る
法
令
（
以
下
「
法
令
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
た
申
請
そ
の
他
の
行
為

（
同
日
前
に
法
令
の
規
定
に
よ
り
知
事
に
対
し
て
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
提
出
で
、
同
日
前
に
な

さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
。
）
に
係
る
事
務
で
、
同
日
以
後
に
お
い
て
は
同
号
下
欄
に
掲
げ
る
市
町

の
長
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
こ
と
と
な
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
同
条
例
第
二
条
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
知
事
が
管
理
し
、
及
び
執
行
す
る
。 



 

 
 

38 議案第 9号 多衆行進又は集団運動に関する条例等の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
九
号 

 
 

 
多
衆
行
進
又
は
集
団
運
動
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定 

 
 

 

に
つ
い
て 

 

多
衆
行
進
又
は
集
団
運
動
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

多
衆
行
進
又
は
集
団
運
動
に
関
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

（
多
衆
行
進
又
は
集
団
運
動
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

多
衆
行
進
又
は
集
団
運
動
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
六
十
号
）
の
一
部

を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
四
条
中
「
次
の
」
の
下
に
「
各
号
に
掲
げ
る
」
を
加
え
、
同
条
第
六
号
中
「
署
名
、
捺
印
」
を

「
氏
名
」
に
改
め
る
。 

 

（
職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

職
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
二
十
六
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
条
中
「
な
つ
た
」
を
「
な
っ
た
」
に
、
「
署
名
押
印
し
て
」
を
「
署
名
し
て
」
に
改
め
る
。 

 
 

別
記
様
式
中
「 

」
を
削
る
。 

 

（
千
葉
県
警
察
基
本
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 

千
葉
県
警
察
基
本
条
例
（
昭
和
二
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

別
記
様
式
中
「 

」
を
削
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

㊞
 

㊞



  
 

39 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
十
号 

 
 

 
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
（
昭
和
三
十
一
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。 

 

別
表
第
一
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
薬
局
開

設
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

地
域
連
携
薬
局

認
定
申
請
手
数

料 

法
第
六
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
地
域
連
携
薬
局
の

認
定
の
申
請
に
対
す
る
審
査 

一
件
に
つ

き 
一

万

千

円 

地
域
連
携
薬
局

認
定
更
新
申
請

手
数
料 

法
第
六
条
の
二
第
四
項
の
規

定
に
よ
る
地
域
連
携
薬
局
の

認
定
の
更
新
の
申
請
に
対
す

る
審
査 

一
件
に
つ

き 

一

万

千

円 

専
門
医
療
機
関

連
携
薬
局
認
定

申
請
手
数
料 

法
第
六
条
の
三
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
専
門
医
療
機
関
連

携
薬
局
の
認
定
の
申
請
に
対

す
る
審
査 

一
件
に
つ

き 

一

万

千

円 

専
門
医
療
機
関

連
携
薬
局
認
定

更
新
申
請
手
数

料 

法
第
六
条
の
三
第
五
項
の
規

定
に
よ
る
専
門
医
療
機
関
連

携
薬
局
の
認
定
の
更
新
の
申

請
に
対
す
る
審
査 

一
件
に
つ

き 

一

万

千

円 

 

別
表
第
一
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
第
一
種

医
薬
品
製
造
販
売
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
か
ら
化
粧
品
製
造
販
売
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目

ま
で
の
規
定
中
「
第
十
二
条
第
二
項
」
を
「
第
十
二
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
医
薬
品
製
造
業
許
可
申

請
手
数
料
の
目
中
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、
「
第
二
十



 

 
 

40 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
五
号
」
を

「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
医
薬
部
外
品
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
の
目
中
「
第
二

十
六
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
」
を

「
第
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
二
項
第
三

号
」
に
改
め
、
同
項
化
粧
品
製
造
業
許
可
申
請
手
数
料
の
目
中
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第

二
十
五
条
第
三
項
第
一
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
三
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
項
医
薬
品
製
造
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第

四
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条

第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
二

十
五
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
薬
局
製
造
販
売
医
薬
品
製
造
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
中

「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
医
薬
部
外
品
製
造
業
許
可
更
新
申
請
手

数
料
の
目
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
一
号
」
を

「
第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
二
項
第
二

号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
化
粧
品

製
造
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
中
「
第
十
三
条
第
三
項
」
を
「
第
十
三
条
第
四
項
」
に
、
「
第
二
十

六
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
三
項
第
一
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
二
号
」
を

「
第
二
十
五
条
第
三
項
第
二
号
」
に
改
め
、
同
項
医
薬
品
製
造
業
許
可
区
分
変
更
又
は
追
加
許
可
申
請
手

数
料
の
目
中
「
第
十
三
条
第
六
項
」
を
「
第
十
三
条
第
八
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
三
号
」
を

「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
三
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
四

号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
一
項
第
五
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
第
五
号
」
に
改
め
、
同
項
医
薬
部

外
品
製
造
業
許
可
区
分
変
更
又
は
追
加
許
可
申
請
手
数
料
の
目
中
「
第
十
三
条
第
六
項
」
を
「
第
十
三
条

第
八
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
一
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
二
項
第
一
号
」
に
、
「
第
二
十
六

条
第
二
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
二
項
第
二
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
二
項
第
三
号
」
を
「
第

二
十
五
条
第
二
項
第
三
号
」
に
改
め
、
同
項
化
粧
品
製
造
業
許
可
区
分
変
更
又
は
追
加
許
可
申
請
手
数
料

の
目
中
「
第
十
三
条
第
六
項
」
を
「
第
十
三
条
第
八
項
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
一
号
」
を
「
第

二
十
五
条
第
三
項
第
一
号
」
に
、
「
第
二
十
六
条
第
三
項
第
二
号
」
を
「
第
二
十
五
条
第
三
項
第
二
号
」

に
改
め
、
同
目
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

医
薬
品
の
保
管

の
み
を
行
う
製

造
所
に
係
る
登

録
申
請
手
数
料 

法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
医
薬
品
の

保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に

係
る
登
録
の
申
請
に
対
す
る

審
査 

一
件
に
つ

き 

四
万
千
百
円 
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医
薬
部
外
品
の

保
管
の
み
を
行

う
製
造
所
に
係

る
登
録
申
請
手

数
料 

法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
医
薬
部
外

品
の
保
管
の
み
を
行
う
製
造

所
に
係
る
登
録
の
申
請
に
対

す
る
審
査 

一
件
に
つ

き 

三
万
二
千
七

百
円 

化
粧
品
の
保
管

の
み
を
行
う
製

造
所
に
係
る
登

録
申
請
手
数
料 

法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一

項
の
規
定
に
よ
る
化
粧
品
の

保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に

係
る
登
録
の
申
請
に
対
す
る

審
査 

一
件
に
つ

き 

三
万
二
千
七

百
円 

医
薬
品
の
保
管

の
み
を
行
う
製

造
所
に
係
る
登

録
更
新
申
請
手

数
料 

法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
医
薬
品
の

保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に

係
る
登
録
の
更
新
の
申
請
に

対
す
る
審
査 

一
件
に
つ

き 

二
万
五
千
七

百
円 

医
薬
部
外
品
の

保
管
の
み
を
行

う
製
造
所
に
係

る
登
録
更
新
申

請
手
数
料 

法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
医
薬
部
外

品
の
保
管
の
み
を
行
う
製
造

所
に
係
る
登
録
の
更
新
の
申

請
に
対
す
る
審
査 

一
件
に
つ

き 

二

万

百

円 

化
粧
品
の
保
管

の
み
を
行
う
製

造
所
に
係
る
登

録
更
新
申
請
手

数
料 

法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
四

項
の
規
定
に
よ
る
化
粧
品
の

保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に

係
る
登
録
の
更
新
の
申
請
に

対
す
る
審
査 

一
件
に
つ

き 

二

万

百

円 

 

別
表
第
一
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
医
薬
品

適
合
性
調
査
手
数
料
の
目
及
び
医
薬
部
外
品
適
合
性
調
査
手
数
料
の
目
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

医
薬
品
適
合
性

調
査
手
数
料 

医
薬
品
の
製

造
販
売
に
つ

い
て
の
法
第

十
四
条
第
一

項
の
承
認
を

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

九
万
四
百
円 
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受
け
よ
う
と

す
る
場
合
に

お
け
る
同
条

第
七
項
（
同

条
第
十
五
項

に
お
い
て
準

用
す
る
場
合

を
含
む
。
）

の
規
定
に
よ

る
調
査 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
四
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

六
万
四
千
七

百
円 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
五
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

く
。
） 

一
品
目
に

つ
き 

三
万
六
千
四

百
円 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

調
査 

一
品
目
に

つ
き 

三
万
六
千
四

百
円 

 
 

 
 

そ
の
他
の
調

査 

一
品
目
に

つ
き 

三
万
六
千
四

百
円 

 
 

医
薬
品
の
製

造
販
売
に
つ

い
て
の
法
第

十
四
条
第
一

項
の
承
認
の

取
得
後
に
お

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
件
に
つ

き 

十
六
万
五
千

百
円
と
三
千

二
百
円
に
調

査
に
係
る
品

目
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と
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け
る
同
条
第

七
項
の
規
定

に
よ
る
調
査 

 
 

の
合
計
額 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
四
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
件
に
つ

き 

十
二
万
百
円

と
千
九
百
円

に
調
査
に
係

る
品
目
数
を

乗
じ
て
得
た

額
と
の
合
計

額 

 
 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
五
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

く
。
） 

一
件
に
つ

き 

六
万
八
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

調
査 

一
件
に
つ

き 

六
万
八
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

 
 

そ
の
他
の
調

査 

一
件
に
つ

き 

六
万
八
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得
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た
額
と
の
合

計
額 

 

法
第
十
四
条

の
七
の
二
第

四
項
の
規
定

に
よ
る
医
薬

品
の
製
造
所

の
調
査 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

九
万
四
百
円 

 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
四
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

六
万
四
千
七

百
円 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
五
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

く
。
） 

一
品
目
に

つ
き 

三
万
六
千
四

百
円 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

調
査 

一
品
目
に

つ
き 

三
万
六
千
四

百
円 

 
 

そ
の
他
の
調

一
品
目
に

三
万
六
千
四
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査 

つ
き 

百
円 

医
薬
部
外
品
適

合
性
調
査
手
数

料 

医
薬
部
外
品

の
製
造
販
売

に
つ
い
て
の

法
第
十
四
条

第
一
項
の
承

認
を
受
け
よ

う
と
す
る
場

合
に
お
け
る

同
条
第
七
項

（
同
条
第
十

五
項
に
お
い

て
準
用
す
る

場

合

を

含

む
。
）
の
規

定
に
よ
る
調

査 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
一
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

七
万
八
千
四

百
円 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
二
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

五
万
二
千
七

百
円 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

く
。
） 

一
品
目
に

つ
き 

二
万
四
千
四

百
円 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

調
査 

一
品
目
に

つ
き 

二
万
四
千
四

百
円 

 
 

 
 

そ
の
他
の
調

査 

一
品
目
に

つ
き 

二
万
四
千
四

百
円 
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医
薬
部
外
品

の
製
造
販
売

に
つ
い
て
の

法
第
十
四
条

第
一
項
の
承

認
の
取
得
後

に
お
け
る
同

条
第
七
項
の

規
定
に
よ
る

調
査 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
一
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
件
に
つ

き 

十
五
万
三
千

百
円
と
三
千

二
百
円
に
調

査
に
係
る
品

目
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と

の
合
計
額 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
二
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
件
に
つ

き 

十
万
八
千
百

円
と
千
九
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

く
。
） 

一
件
に
つ

き 

五
万
六
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

一
件
に
つ

き 

五
万
六
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合
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調
査 

計
額 

 
 

 
 

そ
の
他
の
調

査 

一
件
に
つ

き 

五
万
六
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 

法
第
十
四
条

の
七
の
二
第

四
項
の
規
定

に
よ
る
医
薬

部
外
品
の
製

造
所
の
調
査 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
一
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

七
万
八
千
四

百
円 

 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
二
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 
五
万
二
千
七

百
円 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

く
。
） 

一
品
目
に

つ
き 

二
万
四
千
四

百
円 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
品
目
に

つ
き 

二
万
四
千
四

百
円 
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一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

調
査 

 
 

そ
の
他
の
調

査 

一
品
目
に

つ
き 

二
万
四
千
四

百
円 

 

別
表
第
一
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
医
薬
部

外
品
適
合
性
調
査
手
数
料
の
目
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

医
薬
品
区
分
適

合
性
調
査
手
数

料 

法
第
十
四
条

の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ

る
医
薬
品
の

製
造
所
の
調

査 

医
薬
品
、
医

療
機
器
等
の

品
質
、
有
効

性
及
び
安
全

性
の
確
保
等

に
関
す
る
法

律
第
十
四
条

第
八
項
に
規

定
す
る
医
薬

品
又
は
医
薬

部
外
品
の
製

造
工
程
の
区

分
を
定
め
る

省
令
（
令
和

三
年
厚
生
労

働
省
令
第
十

七
号
。
以
下

こ
の
項
に
お

い
て
「
区
分

省
令
」
と
い

う
。
）
第
二

条
第
三
号
に

掲
げ
る
区
分

一
件
に
つ

き 

十
五
万
五
千

百
円
と
三
千

二
百
円
に
調

査
に
係
る
品

目
数
を
乗
じ

て
得
た
額
及

び
一
万
円
に

調
査
に
係
る

製
造
販
売
業

者
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と

の
合
計
額 



  
 

49 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

に
係
る
調
査 

 
 

区
分
省
令
第

二
条
第
四
号

に
掲
げ
る
区

分
に
係
る
調

査 

一
件
に
つ

き 

十
一
万
百
円

と
千
九
百
円

に
調
査
に
係

る
品
目
数
を

乗
じ
て
得
た

額
及
び
一
万

円
に
調
査
に

係
る
製
造
販

売
業
者
数
を

乗
じ
て
得
た

額
と
の
合
計

額 

 
 

区
分
省
令
第

二
条
第
五
号

に
掲
げ
る
区

分
に
係
る
調

査 

一
件
に
つ

き 
五
万
八
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
及
び
一

万
円
に
調
査

に
係
る
製
造

販
売
業
者
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

区
分
省
令
第

二
条
第
六
号

に
掲
げ
る
区

分
に
係
る
調

査 

一
件
に
つ

き 

五
万
八
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
及
び
一

万
円
に
調
査

に
係
る
製
造



 

 
 

50 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

販
売
業
者
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

医
薬
部
外
品
区

分
適
合
性
調
査

手
数
料 

法
第
十
四
条

の
二
第
二
項

の
規
定
に
よ

る
医
薬
部
外

品
の
製
造
所

の
調
査 

区
分
省
令
第

二
条
第
三
号

に
掲
げ
る
区

分
に
係
る
調

査 

一
件
に
つ

き 

十
四
万
三
千

百
円
と
三
千

二
百
円
に
調

査
に
係
る
品

目
数
を
乗
じ

て
得
た
額
及

び
一
万
円
に

調
査
に
係
る

製
造
販
売
業

者
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と

の
合
計
額 

 
 

区
分
省
令
第

二
条
第
四
号

に
掲
げ
る
区

分
に
係
る
調

査 

一
件
に
つ

き 

九
万
八
千
百

円
と
千
九
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
及
び
一

万
円
に
調
査

に
係
る
製
造

販
売
業
者
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

区
分
省
令
第

二
条
第
五
号

に
掲
げ
る
区

分
に
係
る
調

査 

一
件
に
つ

き 

四
万
六
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得



  
 

51 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

た
額
及
び
一

万
円
に
調
査

に
係
る
製
造

販
売
業
者
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

区
分
省
令
第

二
条
第
六
号

に
掲
げ
る
区

分
に
係
る
調

査 
一
件
に
つ

き 

四
万
六
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
及
び
一

万
円
に
調
査

に
係
る
製
造

販
売
業
者
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 

別
表
第
一
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三

十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
薬
局
製

造
販
売
医
薬
品
製
造
販
売
承
認
事
項
一
部
変
更
承
認
申
請
手
数
料
の
目
か
ら
医
薬
部
外
品
製
造
販
売
承
認

事
項
一
部
変
更
承
認
申
請
手
数
料
の
目
ま
で
の
規
定
中
「
第
十
四
条
第
九
項
」
を
「
第
十
四
条
第
十
五

項
」
に
改
め
、
同
項
第
一
種
医
療
機
器
製
造
販
売
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
か
ら
体
外
診
断
用
医
薬

品
製
造
販
売
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
ま
で
の
規
定
中
「
第
二
十
三
条
の
二
第
二
項
」
を
「
第
二
十

三
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
再
生
医
療
等
製
品
製
造
販
売
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
中
「
第

二
十
三
条
の
二
十
第
二
項
」
を
「
第
二
十
三
条
の
二
十
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
高
度
管
理
医
療
機
器
等

販
売
業
又
は
貸
与
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
中
「
第
三
十
九
条
第
四
項
」
を
「
第
三
十
九
条
第
六

項
」
に
改
め
、
同
項
医
療
機
器
修
理
業
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
中
「
第
四
十
条
の
二
第
三
項
」
を

「
第
四
十
条
の
二
第
四
項
」
に
改
め
、
同
項
医
療
機
器
修
理
区
分
変
更
又
は
追
加
許
可
申
請
手
数
料
の
目

中
「
第
四
十
条
の
二
第
五
項
」
を
「
第
四
十
条
の
二
第
七
項
」
に
改
め
、
同
項
再
生
医
療
等
製
品
販
売
業

許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目
中
「
第
四
十
条
の
五
第
四
項
」
を
「
第
四
十
条
の
五
第
六
項
」
に
改
め
、
同

項
輸
出
用
医
薬
品
適
合
性
調
査
手
数
料
の
目
及
び
輸
出
用
医
薬
部
外
品
適
合
性
調
査
手
数
料
の
目
を
次
の



 

 
 

52 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

よ
う
に
改
め
る
。 

輸
出
用
医
薬
品

適
合
性
調
査
手

数
料 

輸
出
用
の
医

薬
品
を
製
造

し
よ
う
と
す

る
場
合
に
お

け
る
法
第
八

十
条
第
一
項

の
規
定
に
よ

る
調
査 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

九
万
四
百
円 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
四
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

六
万
四
千
七

百
円 

 
 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
五
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

く
。
） 

一
品
目
に

つ
き 

三
万
六
千
四

百
円 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

調
査 

一
品
目
に

つ
き 

三
万
六
千
四

百
円 

 
 

 
 

そ
の
他
の
調

査 

一
品
目
に

つ
き 

三
万
六
千
四

百
円 



  
 

53 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

 
 

輸
出
用
の
医

薬
品
の
製
造

の
開
始
後
に

お
け
る
法
第

八
十
条
第
一

項
の
規
定
に

よ
る
調
査 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
件
に
つ

き 

十
六
万
五
千

百
円
と
三
千

二
百
円
に
調

査
に
係
る
品

目
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と

の
合
計
額 

 
 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
四
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
件
に
つ

き 

十
二
万
百
円

と
千
九
百
円

に
調
査
に
係

る
品
目
数
を

乗
じ
て
得
た

額
と
の
合
計

額 

 
 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
一
項

第
五
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

く
。
） 

一
件
に
つ

き 

六
万
八
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

一
件
に
つ

き 

六
万
八
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合



 

 
 

54 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

調
査 

計
額 

 
 

 
 

そ
の
他
の
調

査 

一
件
に
つ

き 

六
万
八
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

輸
出
用
医
薬
部

外
品
適
合
性
調

査
手
数
料 

輸
出
用
の
医

薬
部
外
品
を

製
造
し
よ
う

と
す
る
場
合

に
お
け
る
法

第
八
十
条
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
調
査 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
一
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 

七
万
八
千
四

百
円 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
二
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
品
目
に

つ
き 
五
万
二
千
七

百
円 

 
 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

く
。
） 

一
品
目
に

つ
き 

二
万
四
千
四

百
円 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
品
目
に

つ
き 

二
万
四
千
四

百
円 



  
 

55 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

調
査 

 
 

 
 

そ
の
他
の
調

査 

一
品
目
に

つ
き 

二
万
四
千
四

百
円 

 
 

輸
出
用
の
医

薬
部
外
品
の

製
造
の
開
始

後
に
お
け
る

法
第
八
十
条

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
調

査 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
一
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
件
に
つ

き 

十
五
万
三
千

百
円
と
三
千

二
百
円
に
調

査
に
係
る
品

目
数
を
乗
じ

て
得
た
額
と

の
合
計
額 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
二
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係
る
調
査 

一
件
に
つ

き 

十
万
八
千
百

円
と
千
九
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

 
 

省
令
第
二
十

五
条
第
二
項

第
三
号
に
掲

げ
る
も
の
に

係

る

調

査

（
法
第
十
三

条
の
二
の
二

第
一
項
の
規

定
に
よ
る
登

録
を
受
け
た

製
造
所
に
係

る
調
査
を
除

一
件
に
つ

き 

五
万
六
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 



 

 
 

56 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

く
。
） 

 
 

法
第
十
三
条

の
二
の
二
第

一
項
の
規
定

に
よ
る
登
録

を
受
け
た
製

造
所
に
係
る

調
査 

一
件
に
つ

き 

五
万
六
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 
 

 
 

そ
の
他
の
調

査 

一
件
に
つ

き 

五
万
六
千
七

百
円
と
五
百

円
に
調
査
に

係
る
品
目
数

を
乗
じ
て
得

た
額
と
の
合

計
額 

 

別
表
第
一
薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
。
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
を
削
り
、
同
表
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、

有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に
基
づ
く
も
の
の
項
薬
局
開
設
許
可
証
の
書
換
え

交
付
手
数
料
の
目
中
「
第
一
条
の
五
第
一
項
」
を
「
第
二
条
の
三
第
一
項
」
に
改
め
、
同
項
薬
局
開
設
許

可
証
の
再
交
付
手
数
料
の
目
中
「
第
一
条
の
六
第
一
項
」
を
「
第
二
条
の
四
第
一
項
」
に
改
め
、
同
目
の

次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

地
域
連
携
薬
局

等
の
認
定
証
の

書
換
え
交
付
手

数
料 

第
二
条
の
八
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
地
域
連
携
薬
局
等
の

認
定
証
の
書
換
え
交
付 

一
件
に
つ

き 

二
千
五
百
円 

地
域
連
携
薬
局

等
の
認
定
証
の

再
交
付
手
数
料 

第
二
条
の
九
第
一
項
の
規
定

に
よ
る
地
域
連
携
薬
局
等
の

認
定
証
の
再
交
付 

一
件
に
つ

き 

三
千
五
百
円 

 

別
表
第
一
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に

基
づ
く
も
の
の
項
医
薬
品
、
医
薬
部
外
品
又
は
化
粧
品
の
製
造
業
の
許
可
証
の
再
交
付
手
数
料
の
目
の
次

に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

医
薬
品
、
医
薬

部
外
品
又
は
化

第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
医
薬
品
、
医
薬
部

一
件
に
つ

き 

二
千
五
百
円 



  
 

57 議案第 10 号 使用料及び手数料条例の一部を改正する条例の制定について 

粧
品
の
保
管
の

み
を
行
う
製
造

所
に
係
る
登
録

証
の
書
換
え
交

付
手
数
料 

外
品
又
は
化
粧
品
の
保
管
の

み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登

録
証
の
書
換
え
交
付 

医
薬
品
、
医
薬

部
外
品
又
は
化

粧
品
の
保
管
の

み
を
行
う
製
造

所
に
係
る
登
録

証
の
再
交
付
手

数
料 

第
十
六
条
の
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
医
薬
品
、
医
薬
部

外
品
又
は
化
粧
品
の
保
管
の

み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登

録
証
の
再
交
付 

一
件
に
つ

き 

三
千
五
百
円 

基
準
確
認
証
の

書
換
え
交
付
手

数
料 

第
二
十
六
条
の
四
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
基
準
確
認
証
の

書
換
え
交
付 

一
件
に
つ

き 

二
千
五
百
円 

基
準
確
認
証
の

再
交
付
手
数
料 

第
二
十
六
条
の
五
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
基
準
確
認
証
の

再
交
付 

一
件
に
つ

き 

三
千
五
百
円 

 

別
表
第
一
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
第
三
十
二
条
第
一
項
第

二
号
に
掲
げ
る
物
件
に
係
る
道
路
占
用
料
の
目
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。 

第
三
十
二
条
第

一
項
第
三
号
に

掲
げ
る
施
設
に

係
る
道
路
占
用

料 

 

自動運行補助施設 

第

二

条

第

二

項

第

五

号

に

規

定

す

る

自

動

運

行

装

置

に

よ

る

検

知

の

地下に設けるもの 

 

第
一
級
地 

長

さ

一 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

六

円 

第
二
級
地 

長

さ

一 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

四

円 

第
三
級
地 

長

さ

一 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

三

円 

第
四
級
地 

長

さ

一 

三

円 
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対

象

と

し

て

設

置

す

る

導

線

そ

の

他

の

線

類 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

第
五
級
地 

長

さ

一 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

三

円 

その他のもの 

第
一
級
地 

長

さ

一 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

二

十

二

円 

第
二
級
地 
長

さ

一 
メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 
十

六

円 

第
三
級
地 

長

さ

一 
 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

十

三

円 

第
四
級
地 

長

さ

一 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

十

一

円 

第
五
級
地 

長

さ

一 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

十

一

円 

道
路
の
構

造
又
は
交

通
の
状
況

を
表
示
す

る
標
示
柱

そ
の
他
の

第
一
級
地 

一
本
一
年

に
つ
き 

千

八

百

円 

第
二
級
地 

一
本
一
年

に
つ
き 

千

三

百

円 

第
三
級
地 

一
本
一
年

に
つ
き 

千

円 
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柱
類 

第
四
級
地 

一
本
一
年

に
つ
き 

九
百
五
十
円 

第
五
級
地 

一
本
一
年

に
つ
き 

九

百

十

円 

そ

の

他

の

も
の 

上空に設けるもの 

第
一
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

千

百

円 

第
二
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

八
百
三
十
円 

第
三
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

六
百
六
十
円 

第
四
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

五
百
九
十
円 

第
五
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

五
百
七
十
円 

地下に設

第
一
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

六
百
八
十
円 
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けるもの 

き 

第
二
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

四
百
九
十
円 

第
三
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

三
百
九
十
円 

第
四
級
地 
占
用
面
積

一

平

方 
メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 
三
百
五
十
円 

第
五
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

三
百
四
十
円 

 

そ
の
他
の
も
の 

第
一
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

二
千
二
百
円 

第
二
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

千

六

百

円 

第
三
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

千

三

百

円 
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メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

第
四
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

千

百

円 

第
五
級
地 

占
用
面
積

一

平

方 

メ
ー
ト
ル

一
年
に
つ

き 

千

百

円 

 

別
表
第
一
道
路
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
百
八
十
号
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
第
三
十
二
条
第
一
項
第

三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
施
設
に
係
る
道
路
占
用
料
の
目
中
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
三
号
及
び
第
四

号
」
を
「
第
三
十
二
条
第
一
項
第
四
号
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
別
表
第
一
医
薬
品
、
医
療
機
器
等

の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以

下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
薬
局
開
設
許
可
更
新
申
請
手
数
料
の
目

の
次
に
加
え
る
改
正
規
定
（
地
域
連
携
薬
局
認
定
申
請
手
数
料
及
び
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
認
定
申

請
手
数
料
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
、
同
項
化
粧
品
製
造
業
許
可
区
分
変
更
又
は
追
加
許
可
申
請
手
数

料
の
目
の
次
に
加
え
る
改
正
規
定
（
医
薬
品
の
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
申
請
手
数
料
、

医
薬
部
外
品
の
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
申
請
手
数
料
及
び
化
粧
品
の
保
管
の
み
を
行
う

製
造
所
に
係
る
登
録
申
請
手
数
料
に
係
る
部
分
に
限
る
。
）
及
び
同
項
医
薬
部
外
品
適
合
性
調
査
手
数

料
の
目
の
次
に
加
え
る
改
正
規
定
並
び
に
次
項
の
規
定
は
、
令
和
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お

い
て
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
適
用
） 

２ 

前
項
た
だ
し
書
の
規
則
で
定
め
る
日
か
ら
令
和
三
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
お
け
る
こ
の
条
例

（
同
項
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
改
正
規
定
に
限
る
。
）
に
よ
る
改
正
後
の
使
用
料
及
び
手
数
料
条
例
別

表
第
一
医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十

五
年
法
律
第
百
四
十
五
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
も
の
の
項
の
規
定
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の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
「
法
」
と
い
う
。
）
」
と
あ
る
の
は
「
「
法
」
と
い
う
。
）
及
び

医
薬
品
、
医
療
機
器
等
の
品
質
、
有
効
性
及
び
安
全
性
の
確
保
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
六
十
三
号
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
改
正
法
」
と
い
う
。
）
」

と
、
同
項
地
域
連
携
薬
局
認
定
申
請
手
数
料
の
目
中
「
法
第
六
条
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
改

正
法
附
則
第
十
二
条
第
七
項
」
と
、
同
項
専
門
医
療
機
関
連
携
薬
局
認
定
申
請
手
数
料
の
目
中
「
法

第
六
条
の
三
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
法
附
則
第
十
二
条
第
七
項
」
と
、
同
項
医
薬
品
の
保
管

の
み
を
行
う
製
造
所
に
係
る
登
録
申
請
手
数
料
の
目
か
ら
化
粧
品
の
保
管
の
み
を
行
う
製
造
所
に
係

る
登
録
申
請
手
数
料
の
目
ま
で
の
規
定
中
「
法
第
十
三
条
の
二
の
二
第
一
項
」
と
あ
る
の
は
「
改
正

法
附
則
第
十
二
条
第
九
項
」
と
、
同
項
医
薬
品
区
分
適
合
性
調
査
手
数
料
の
目
及
び
医
薬
部
外
品
区

分
適
合
性
調
査
手
数
料
の
目
中
「
法
第
十
四
条
の
二
第
二
項
」
と
あ
る
の
は
「
改
正
法
附
則
第
十
二

条
第
十
二
項
」
と
す
る
。 
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目
次
中
「
附
則
」
を 

 

に
改
め
る
。 

議
案
第
十
一
号 

 
 

 
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の

よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例 

 

（
婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
一
条 

婦
人
保
護
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条

例
第
六
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
七
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
電
磁
的
記
録
） 

 

第
十
八
条 

婦
人
保
護
施
設
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の

規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
書

面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
二
条 

児
童
福
祉
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条

例
第
八
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
十
五
章 

雑
則
（
第
百
十
三
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

第
八
十
二
条
第
四
項
た
だ
し
書
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。 

 
 

 

た
だ
し
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
場
合
に
応
じ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
職
員
を

置
か
な
い
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

第
十
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
十
五
章 

雑
則 

 
 

（
電
磁
的
記
録
） 

 

第
百
十
三
条 

児
童
福
祉
施
設
及
び
そ
の
職
員
は
、
記
録
、
作
成
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う

ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の

に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 
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目
次
中
「
附
則
」
を 

 

に
改
め
る
。 

 

目
次
中
「
附
則
」
を 

 

に
改
め
る
。 

 
（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
三
条 
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
通
所
支
援
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
十
章 

雑
則
（
第
九
十
三
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

第
六
条
第
五
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
七
条
第
七
項
中
「
及
び
第
四
項
第
一
号
」
を
「
、
第
四
項
第
一
号
及
び
次
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
七
十
三
条
第
五
項
中
「
第
二
項
」
を
「
前
二
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
九
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
十
章 

雑
則 

 
 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
九
十
三
条 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら

に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又

は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
四
条
第
一
項
（
第
五
十
五
条
の
五
、
第
五
十
九
条
、
第
七
十
一
条
、
第

七
十
八
条
、
第
七
十
八
条
の
二
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十
一
条
の
九
及
び
第
八
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
十
八
条
（
第
五
十
五
条
の
五
、
第
五
十
九
条
、
第
七
十
一
条
、
第

七
十
八
条
、
第
七
十
八
条
の
二
、
第
八
十
一
条
、
第
八
十
一
条
の
九
及
び
第
八
十
九
条
に
お
い
て
準

用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え

て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

指
定
障
害
児
通
所
支
援
事
業
者
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾

を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
障
害
児
又
は
通
所
給
付
決
定
保
護
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
障

害
児
又
は
当
該
通
所
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し

つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定

め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
四
条 

児
童
福
祉
法
に
基
づ
く
指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等

を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
八
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
六
章 

雑
則
（
第
五
十
九
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

第
五
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 
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目
次
中
「
附
則
」
を 
 

に
改
め
る
。 

 
 

 
 

第
六
章 

雑
則 

 
 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
五
十
九
条 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定

さ
れ
る
も
の
（
第
十
一
条
（
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
十
五
条
第
一
項

（
前
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い

て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

指
定
障
害
児
入
所
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が

規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得

て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
障
害
児
又
は
入
所
給
付
決
定
保
護
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
障
害
児

又
は
当
該
入
所
給
付
決
定
保
護
者
に
係
る
障
害
児
の
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ

つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
五
条 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四

年
千
葉
県
条
例
第
八
十
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
二
十
章 

雑
則
（
第
二
百
十
一
条
） 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
二
百
十
条
第
一
項
中
「
「
特
例
介
護
給
付
費
」
」
を
「
「
特
例
介
護
給
付
費
又
は
特
例
訓
練
等
給

付
費
」
」
に
改
め
る
。 

 
 

第
十
九
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
二
十
章 

雑
則 

 
 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
二
百
十
一
条 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ

ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、

又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
第
十
一
条
第
一
項
（
第
四
十
四
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
の

四
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
九
十
五
条
、
第
九
十
五
条
の
五
、
第
百
二
十
三
条
、
第

百
四
十
九
条
、
第
百
四
十
九
条
の
四
、
第
百
五
十
九
条
、
第
百
五
十
九
条
の
四
、
第
百
七
十
二
条
、

第
百
八
十
五
条
、
第
百
九
十
条
、
第
百
九
十
四
条
、
第
百
九
十
四
条
の
十
二
、
第
百
九
十
四
条
の
二

十
並
び
に
前
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
十
五
条
（
第
四
十
四
条
第
一
項

及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
の
四
、
第
四
十
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
七
十
八
条
、
第
九
十
五
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目
次
中
「
附
則
」
を 

 

に
改
め
る
。 

条
、
第
九
十
五
条
の
五
、
第
百
十
条
、
第
百
十
条
の
四
、
第
百
二
十
三
条
、
第
百
四
十
九
条
、
第
百

四
十
九
条
の
四
、
第
百
五
十
九
条
、
第
百
五
十
九
条
の
四
、
第
百
七
十
二
条
、
第
百
八
十
五
条
、
第

百
九
十
条
、
第
百
九
十
四
条
、
第
百
九
十
四
条
の
十
二
、
第
百
九
十
四
条
の
二
十
、
第
二
百
一
条
、

第
二
百
一
条
の
十
一
、
第
二
百
一
条
の
二
十
二
並
び
に
前
条
第
一
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。
）
、
第
五
十
四
条
第
一
項
、
第
百
四
条
第
一
項
（
第
百
十
条
の
四
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
及
び
第
百
九
十
八
条
の
三
第
一
項
（
第
二
百
一
条
の
十
一
及
び
第
二
百
一
条
の
二
十
二
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書

面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
締
結
そ
の
他
こ

れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面

で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方

の
承
諾
を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者
に
係
る
障
害
の

特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
障
害
福
祉
サ
ー

ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
六
条 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
障
害
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
八

十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
十
章 

雑
則
（
第
九
十
一
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

第
九
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
十
章 

雑
則 

 
 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
九
十
一
条 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
そ
の
職
員
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定

さ
れ
る
も
の
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に

係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
そ
の
職
員
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
締
結
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾

を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者
に
係
る
障
害
の
特
性
に

応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害
者
支
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目
次
中
「
附
則
」
を 

 

に
改
め
る
。 

 

目
次
中
「
附
則
」
を 

 

に
改
め
る
。 

援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
七
条 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
指
定
障
害

者
支
援
施
設
等
の
人
員
、
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
等
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県

条
例
第
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
五
章 

雑
則
（
第
六
十
二
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

第
四
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
五
章 

雑
則 

 
 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
六
十
二
条 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す

る
も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定

さ
れ
る
も
の
（
第
十
二
条
第
一
項
及
び
第
十
六
条
並
び
に
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ

い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

指
定
障
害
者
支
援
施
設
等
及
び
そ
の
従
業
者
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
締
結
そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
も
の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う

こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾

を
得
て
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者
に
係
る
障
害
の
特
性
に

応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
障
害
者
支
援
施

設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
八
条 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
障
害
者
支

援
施
設
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
九
十
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
第
三
章 

雑
則
（
第
四
十
七
条
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

附
則 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

」 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

第
二
章
の
次
に
次
の
一
章
を
加
え
る
。 

 
 

 
 

第
三
章 

雑
則 

 
 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
四
十
七
条 

障
害
者
支
援
施
設
及
び
そ
の
職
員
は
、
作
成
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の

う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も

の
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁

的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

障
害
者
支
援
施
設
及
び
そ
の
職
員
は
、
交
付
、
説
明
、
同
意
、
締
結
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
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の
（
以
下
「
交
付
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規

定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
交
付
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、

当
該
交
付
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者
に
係
る
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適

切
な
配
慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
九
条 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
地
域
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
九

十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
二
十
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
二
十
一
条 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
職
員
は
、
記
録
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る

も
の
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ

れ
る
も
の
（
次
項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係

る
電
磁
的
記
録
に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
そ
の
職
員
は
、
説
明
、
同
意
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以

下
「
説
明
等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ

て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
説
明
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
説

明
等
の
相
手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者
に
係
る
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配

慮
を
し
つ
つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

（
障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
福
祉
ホ
ー
ム
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
改
正
） 

第
十
条 

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
に
基
づ
く
福
祉
ホ
ー

ム
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
九
十
三
号
）
の

一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 
 

第
十
八
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 
 

（
電
磁
的
記
録
等
） 

 

第
十
九
条 

福
祉
ホ
ー
ム
及
び
そ
の
職
員
は
、
記
録
、
保
存
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
の
う
ち
、

こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
（
次

項
に
規
定
す
る
も
の
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
は
、
書
面
に
代
え
て
、
当
該
書
面
に
係
る
電
磁
的
記
録

に
よ
り
行
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

２ 

福
祉
ホ
ー
ム
及
び
そ
の
職
員
は
、
説
明
、
同
意
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の
（
以
下
「
説
明

等
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
こ
の
条
例
の
規
定
に
お
い
て
書
面
で
行
う
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
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又
は
想
定
さ
れ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
当
該
説
明
等
の
相
手
方
の
承
諾
を
得
て
、
当
該
説
明
等
の
相

手
方
が
利
用
者
で
あ
る
場
合
に
は
当
該
利
用
者
に
係
る
障
害
の
特
性
に
応
じ
た
適
切
な
配
慮
を
し
つ

つ
、
書
面
に
代
え
て
、
電
磁
的
方
法
に
よ
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 
 

 

附 
則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 
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議
案
第
十
二
号 

 
 

 
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う

に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例 

 

保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
六
十

三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
八
条
の
次
に
次
の
二
条
を
加
え
る
。 

 

（
就
業
環
境
の
整
備
） 

第
八
条
の
二 

救
護
施
設
等
は
、
利
用
者
に
対
し
適
切
な
処
遇
を
行
う
観
点
か
ら
、
職
場
に
お
い
て
行
わ

れ
る
性
的
な
言
動
又
は
優
越
的
な
関
係
を
背
景
と
し
た
言
動
で
あ
っ
て
業
務
上
必
要
か
つ
相
当
な
範
囲

を
超
え
た
も
の
に
よ
り
職
員
の
就
業
環
境
が
害
さ
れ
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
の
方
針
の
明
確
化
等
の

必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

（
業
務
継
続
計
画
の
策
定
等
） 

第
八
条
の
三 

救
護
施
設
等
は
、
感
染
症
や
非
常
災
害
の
発
生
時
に
お
い
て
、
利
用
者
に
対
す
る
処
遇
を

継
続
的
に
行
い
、
及
び
非
常
時
の
体
制
で
早
期
の
業
務
再
開
を
図
る
た
め
の
計
画
（
以
下
「
業
務
継
続

計
画
」
と
い
う
。
）
を
策
定
し
、
当
該
業
務
継
続
計
画
に
従
い
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。 

２ 

救
護
施
設
等
は
、
職
員
に
対
し
、
業
務
継
続
計
画
に
つ
い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、
必
要
な
研
修
及

び
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

３ 

救
護
施
設
等
は
、
定
期
的
に
業
務
継
続
計
画
の
見
直
し
を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
業
務
継
続
計
画
の

変
更
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

 

第
九
条
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。 

３ 

救
護
施
設
等
は
、
前
項
に
規
定
す
る
訓
練
の
実
施
に
当
た
っ
て
、
地
域
住
民
の
参
加
が
得
ら
れ
る
よ

う
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 

第
十
八
条
第
二
項
中
「
感
染
症
」
の
下
に
「
又
は
食
中
毒
」
を
加
え
、
「
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う

努
め
な
け
れ
ば
」
を
「
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
各
号
を



  
 

  議案第 12 号 保護施設等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 71 

加
え
る
。 

 
一 
当
該
救
護
施
設
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
対
策
を
検

討
す
る
委
員
会
（
テ
レ
ビ
電
話
装
置
そ
の
他
の
情
報
通
信
機
器
を
活
用
し
て
行
う
も
の
を
含
む
。
）

を
定
期
的
に
開
催
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
、
職
員
に
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
。 

 

二 

当
該
救
護
施
設
に
お
け
る
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
指
針
を
整

備
す
る
こ
と
。 

 

三 

当
該
救
護
施
設
に
お
い
て
、
職
員
に
対
し
、
感
染
症
及
び
食
中
毒
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の

た
め
の
研
修
並
び
に
感
染
症
の
予
防
及
び
ま
ん
延
の
防
止
の
た
め
の
訓
練
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ

と
。 

 
 

 

附 

則 

 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

（
経
過
措
置
） 

２ 

こ
の
条
例
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の

間
、
改
正
後
の
保
護
施
設
等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
（
以
下
「
新
条
例
」
と

い
う
。
）
第
八
条
の
三
（
新
条
例
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
の
規

定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
新
条
例
第
八
条
の
三
第
一
項
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
講
ず
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
実
施
し
な
け
れ
ば
」
と
あ
る
の
は
「
実
施
す
る
よ
う
努

め
な
け
れ
ば
」
と
、
同
条
第
三
項
中
「
行
う
も
の
と
す
る
」
と
あ
る
の
は
「
行
う
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
」
と
す
る
。 

３ 

施
行
日
か
ら
令
和
六
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
、
新
条
例
第
十
八
条
第
二
項
（
新
条
例
第
二
十
六

条
、
第
三
十
二
条
（
新
条
例
第
四
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
及
び
第
三
十
八
条
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
項
中
「
講
じ
な
け
れ
ば
」
と
あ
る

の
は
、
「
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
」
と
す
る
。 
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議
案
第
十
三
号 

 
 

 
千
葉
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
臨
時
の
医
療
施
設
の
開
設
等 

 
 

 

の
迅
速
化
及
び
円
滑
化
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に 

 
 

 

つ
い
て 

 

千
葉
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
臨
時
の
医
療
施
設
の
開
設
等
の
迅
速
化
及
び
円
滑
化
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
臨
時
の
医
療
施
設
の
開
設
等 

 
 

 

の
迅
速
化
及
び
円
滑
化
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

千
葉
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
臨
時
の
医
療
施
設
の
開
設
等
の
迅
速
化
及
び
円
滑
化
に

関
す
る
条
例
（
令
和
二
年
千
葉
県
条
例
第
二
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
一
条
中
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下

「
特
措
法
」
と
い
う
。
）
附
則
第
一
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
」
を
「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の

患
者
に
対
す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
年
法
律
第
百
十
四
号
）
第
六
条
第
七
項
第
三
号
に
掲
げ

る
」
に
、
「
特
措
法
第
四
十
八
条
第
一
項
」
を
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
（
平
成
二

十
四
年
法
律
第
三
十
一
号
。
以
下
「
特
措
法
」
と
い
う
。
）
第
三
十
一
条
の
二
第
一
項
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

            



  
 

73 議案第 14 号 ふぐの取扱い等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
十
四
号 

 
 

 
ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

ふ
ぐ
の
取
扱
い
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
五
十
年
千
葉
県
条
例
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。 

 

第
十
五
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
を
同
条
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 



 

 
 

74 議案第 15 号 県が管理する県道の構造の技術的基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
十
五
号 

 
 

 
県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正 

 
 

 

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に

制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正 

 
 

 

す
る
条
例 

 

県
が
管
理
す
る
県
道
の
構
造
の
技
術
的
基
準
を
定
め
る
条
例
（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
四
十
五

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

第
三
十
一
条
中
「
柵
」
を
「
自
動
運
行
補
助
施
設
、
柵
」
に
改
め
る
。 

 

第
四
十
二
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。 

 

（
歩
行
者
利
便
増
進
道
路
） 

第
四
十
三
条 

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
に
設
け
ら
れ
る
歩
道
若
し
く
は
自
転
車
歩
行
者
道
又
は
歩
行
者
利

便
増
進
道
路
で
あ
る
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路
若
し
く
は
歩
行
者
専
用
道
路
に
は
、
歩
行
者
の
滞
留
の

用
に
供
す
る
部
分
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

２ 

前
項
に
規
定
す
る
部
分
に
は
、
歩
行
者
利
便
増
進
施
設
等
の
適
正
か
つ
計
画
的
な
設
置
を
誘
導
す
る

必
要
が
あ
る
と
き
は
、
歩
行
者
利
便
増
進
施
設
等
を
設
置
す
る
場
所
を
確
保
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
場
所
に
街
灯
、
ベ
ン
チ
そ
の
他
の
歩
行
者
の

利
便
の
増
進
に
資
す
る
工
作
物
、
物
件
又
は
施
設
を
設
け
る
も
の
と
す
る
。 

３ 

歩
行
者
利
便
増
進
道
路
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成

十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
新
設
特
定
道
路
を
除
く
。
）
は
、
同
項
に
規

定
す
る
道
路
移
動
等
円
滑
化
基
準
に
適
合
す
る
構
造
と
す
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



  
 

75 議案第 16 号 千葉県県立特別支援学校設置条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
十
六
号 

千
葉
県
県
立
特
別
支
援
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に 

つ
い
て 

 

千
葉
県
県
立
特
別
支
援
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
県
立
特
別
支
援
学
校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

千
葉
県
県
立
特
別
支
援
学
校
設
置
条
例
（
平
成
十
九
年
千
葉
県
条
例
第
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
千
葉
県
立
特
別
支
援
学
校
流
山
高

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

千
葉
県
立
東
葛
の
森
特
別
支
援
学

等
学
園 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

校 
 

」 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

 

第
二
条
の
表
中
「
千
葉
県
立
特
別
支
援
学
校
流
山
高
等
学
園
」
を 

に
改
め
る
。 



 

 
 

76 議案第 17 号 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に係る信号機等に関する基準を定める条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
十
七
号 

 
 

 
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
信
号
機
等
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
信
号
機
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
信
号
機
等
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動
等
の
円
滑
化
の
促
進
に
係
る
信
号
機
等
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例

（
平
成
二
十
四
年
千
葉
県
条
例
第
五
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

第
二
条
第
一
号
イ
中
「
も
の
」
の
下
に
「
（
当
該
表
示
を
開
始
し
た
こ
と
又
は
当
該
表
示
を
継
続
し

て
い
る
こ
と
に
関
す
る
情
報
を
視
覚
障
害
者
が
使
用
す
る
通
信
端
末
機
器
に
送
信
す
る
こ
と
が
で
き
る

も
の
を
含
む
。
）
」
を
加
え
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 



  
 

77 議案第 18 号 千葉県水道事業、工業用水道事業及び造成土地管理事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の制定について 

議
案
第
十
八
号 

 
 

 
千
葉
県
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
及
び
造
成
土
地
管
理
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て 

 

千
葉
県
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
及
び
造
成
土
地
管
理
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
を
次
の
よ
う
に
制
定
す
る
。 

 
 

令
和
三
年
六
月
十
七
日
提
出 

千
葉
県
知
事 

 

熊 

谷 
 

俊 

人 
 

 

 
 

 

千
葉
県
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
及
び
造
成
土
地
管
理
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例 

 

千
葉
県
水
道
事
業
、
工
業
用
水
道
事
業
及
び
造
成
土
地
管
理
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条
例
（
昭
和
四

十
一
年
千
葉
県
条
例
第
六
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。 

 

別
表
第
二
東
葛
・
葛
南
地
区
工
業
用
水
道
事
業
の
項
中
「
日
量
一
二
七
、
二
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
」
を

「
日
量
一
一
一
、
二
〇
〇
立
方
メ
ー
ト
ル
」
に
改
め
る
。 

 
 

 

附 

則 

 

こ
の
条
例
は
、
令
和
三
年
八
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 


